
4月27日（月）　2026年度春季リーグ戦第４節３回戦

【試合結果】

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

阪公大 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

大工大 0 0 1 2 0 2 0 0 X 5

【打者成績】 【打者成績】
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1 中 根来 4 4 1 0 1 右 岡田 4 3 1 0

2 遊 林 3 3 0 0 2 二 前田 3 3 2 2

3 指 前田 4 3 0 0 3 左 岩口 3 4 0 0

4 一 菱田 3 3 0 0 4 三 平山 4 3 1 2

5 左 上岡 3 3 0 0 5 指 豊田 2 1 0 0

6 二 田中大 3 3 0 0 打指 後藤 3 3 1 0

7 三 越智 2 2 0 0 6 捕 岡村 4 1 0 0

打三 田中創 4 1 0 0 打 佐々木 4 1 0 0

8 捕 小田 3 2 0 0 捕 門田 2 0 0 0

打 中澤 2 1 0 0 7 遊 池ノ内 3 2 2 0

9 右 野田 3 3 0 0 8 一 片岡 4 1 0 0

投 片山 4 – – – 打一 堀井 2 2 0 0

宮田 3 – – – 9 中 福留 2 4 1 0

山本 4 – – – 投 宮内 2 – – –

川田 4 – – – 野口 3 – – –

三振 四死球 犠打・犠飛 併殺打 盗塁 打数 安打数 打点 岩﨑 2 – – –

6 0 0 0 0 28 1 0 三振 四死球(故) 犠打・犠飛 併殺打 盗塁 打数 安打数 打点

5 7(1) 4 0 3 28 8 4
合計

岡山理科大学付属

龍谷大学付属平安

明石商業

清教学園

東大阪大学柏原

徳島科学技術

報徳学園

合計

出

身
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府立生野

大阪明星

須磨学園

関西大倉

泉陽

彦根東

乙訓

一条

須磨学園

奈良県立郡山

府立池田

金沢桜丘

丸亀

倉敷青陵

大阪公立大学(3塁側) 大阪工業大学(1塁側)対

橿原学院

出

身

校

報徳学園

鳥取城北

福井工業大学附属福井

乙訓

奈良大学付属

上宮

履正社

滋賀学園

明秀学園日立



【投手成績】 【投手成績】
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片山 5 90 26 19 6 3 4(1) 3 2 宮内 5 79 16 16 1 1 0 0 0

宮田 0 11 3 1 1 0 2 2 2 野口 2 19 6 6 0 2 0 0 0

山本 2 28 7 5 0 1 1 0 0 岩﨑 2 29 6 6 0 3 0 0 0

川田 1 9 3 3 1 1 0 0 0 合計 9 127 28 28 1 6 0 0 0

合計 8 138 39 28 8 5 7(1) 5 4

【選評】

２つ目の勝ち点獲得のため、負けられない一戦。集中力を高め、総力戦で臨みました。

まずは初回、先頭の根来（経４・府立生野）がレフトオーバーの二塁打で出塁します。しかし後が続かず、得点には結びつきません。

一方、本日の先発は片山（生４・府立池田）。初回、安打と四球で走者を背負い、犠打で一死二三塁とされますが、落ち着いた投球で後続を抑え、得点を与えません。さらに２回も四球と犠打で得点圏に進まれるものの、要所を締めて無失点

で切り抜けます。

先制したい打線ですが、相手投手の前に三者凡退が続き、なかなかチャンスを作ることができません。

３回裏、先頭打者を失策で出塁させると、盗塁で二塁へ進まれます。その後、二死までこぎつけますが、適時打を浴びて１点を先制されます。

さらに４回裏、安打と犠打で再び得点圏に走者を背負うと、申告故意四球で二死一二塁。ここでレフトオーバーの二塁打を放たれ、２点を失います。

５回は走者を出しながらも粘りの投球で無失点。片山はここでマウンドを降り、６回からは宮田（工３・倉敷青陵）がマウンドに上がります。しかし安打と四死球で満塁のピンチを招くと、山本（文４・清教学園）が登板。スクイズとボーク

で２点を失うも、最少失点で切り抜けます。

一方の攻撃は根来の安打以降、走者を出すことができず、苦しい展開が続きます。

７回裏、山本は一死から四球を許すも、持ち前の変化球で後続を打ち取り、無失点に抑えます。

８回から登板した川田（理４・奈良県立郡山）は一死から安打を許しますが、小田（医３・一条）の盗塁刺もあり二死とすると、最後は三振に仕留め、最後の攻撃へ望みを繋ぎます。

このままでは終われない最終回、意地を見せたいところですが、最後も三者凡退に終わり試合終了。０－５で敗戦いたしました。


